
献血ルーム・わったん大分赤十字病院
〒870-0033 大分市千代町2丁目2-37
TEL（097）532-6181・FAX（097）533-1207
http://www.oitasekijyuji.jp/

大分赤十字血液センター
〒870-0889 大分市大字荏隈717-5
TEL（097）547-1151・FAX（097）547-1141
http://www.bs.jrc.or.jp/bc9/oita

〒870-1198 大分市大字玉沢字楠本755番地の1
　　　　　　 「トキハわさだタウン」3街区2階
TEL（097）574-6822・FAX（097）542-5777
予約専用　　0120-489-150

ヨ ヤ ク   イ コ ーフリーダイヤル

令和元年度事業報告及び決算報告が承認されました。

被害者支援・防災セミナーなどの開催

救急法などの講習普及・
青少年赤十字活動

国際活動費

本社への送金

総務管理費

資産取得及び資産管理費

積立金支出

基盤整備交付金・補助金支出

赤十字大会や広報活動

指定事業地方振興費

18市町村での赤十字活動を
行うための交付金

前年度繰越金

収入の部

支出の部

一般社資収入
1億8,761万円

2,555万円

1,868万円

4,953万円
2万円

101万円

2,409万円1,504万円

204万円

2,977万円

3,336万円

490万円
2,774万円

雑収入 914万円

繰入金収入
452万円

委託金等収入
75万円

補助金及び交付金収入
99万円

2億2,856万円

2億618万円

日本赤十字社大分県支部一般会計決算

http://www.oita.jrc.or.jp

今後の「日赤おおいた」の紙面づくりの参考とするため
に、アンケートへのご協力をお願いします。
以下の①～④をご記入のうえ、
令和2年10月30日（金）必着で、
郵便、FAXにてご回答くださ
い。ご協力いただいた方から抽
選で10人の方に、プレゼントし
ます。
　皆様のご意見をお持ちして
います。

令和２年７月豪雨災害では
日赤大分県支部も支援活動を行いました
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①お名前・郵便番号・ご住所・年齢
②本紙を読まれた場合（地区など）
③本紙へのご意見・ご感想
④今後掲載してほしい内容

●回答先●
　郵送　〒870ｰ0033
　　　　大分市千代町2丁目3番 31号
　　　　日本赤十字社大分支部　総務課
　　　　「日赤おおいた」47号アンケート係
　FAX　（097）533-6795
　※記念品当選者の発表は、発送をもって代えさせ
　　ていただきます。

Topics

● ３密回避で講習会を再開しています　　　　　　　　● 有功会員へ支部長功労表彰を行いました

● 知っていますか？新型コロナウイルスの“３つの顔”　   ● トートバッグが当たるアンケート実施中‼

日用品などのエコバッグに
最適なマチ付のトートバッグと
クリアファイルをプレゼント!!

赤十字３施設の情報をリアルタイムで発信中！「赤十字大分 Facebook」で検索して、いいね！をお願いします。

「日赤おおいた」のバック
ナンバーは、こちらから
ご覧になれます。

アンケートに
ご協力お願いします

～大分赤十字病院からのお知らせ～ 大分県赤十字血液センターより

献血ルームわったんでは
成分献血協力者を必要としています!!

　当院でも、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、入口での検温や消毒及び受付窓口にはフィルム
を設置しております。また、当分の間、以下の場合を
除き、原則「面会禁止」としています。ご理解、ご協力を
お願いします。
①病状説明等、医師から来院を依頼された場合
②入院・退院時の補助者及び手術の付き添いの場合
③洗濯物等を引き渡す場合
※引き渡し物品はナースステーションで預かりますので、患者さんとの面会
　はできません。

受付窓口にはフィルムを設置正面入り口では検温を実施

令和2年度は昨年に比べ、年間2,000人以上の成分
献血へのご協力が必要です。
特に血漿献血からいただく、血漿を原料とした血漿
分画製剤の需要が年々伸びています。
時間枠に限りがありますので、平日の成分献血への

ご協力をお願いしています。
平日にご協力いただけるように各月キャンペーンを
実施中です。
【予約時間枠】
午前   9：30・10：30・11：30
午後 14：00・15：00・16：00

※時間枠に限りがございますので、ご予約をお願いいたします。
　TEL：0120-489-150
※65歳以上の方の献血については、60～64歳の間に献血経験が
　ある方に限ります。

救護班 第２班 出発式の様子救護班 第２班 出発式の様子 避難所で健康状態の聞き取りを行う看護師避難所で健康状態の聞き取りを行う看護師

被害の爪痕が残る人吉市内被害の爪痕が残る人吉市内 県内の被災地には救援物資を輸送県内の被災地には救援物資を輸送



令和２年７月豪雨への対応
７月３日からの豪雨により、九州を中心として広範な地域で甚大な被害が発生しました。
この災害でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、ご遺族の皆様に心から
お悔やみ申し上げます。
また、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
日本赤十字社大分県支部は、県内そして熊本県において、被災された方々を支援するため救援
物資の配布や医療救護活動を行いました。

◆ 県内での活動
災害救助法が適用された日田市、由布市、九重町、そして
玖珠町へ、避難生活の苦痛を少しでも和らげるため、安眠セッ
ト（※1）、緊急セット（※2）、タオルケットやブルーシート
などの救援物資をお届けしました。
（※1）避難所で少しでも快適な睡眠がとれるよう、マットレス、枕、アイマスク、

耳栓などをセットにしたもの。
（※2）携帯ラジオ、懐中電灯、歯ブラシ、物干しロープなど、避難所生活で必要

な 20品目以上の物品がバッグに入っています。

◆ 熊本県での活動
日赤熊本県支部からの要請を受け、発災直後の７月５日に医師や看護師等で編成される救護班
を派遣しました。救護班は人吉市内の避難所を巡回し、被災者がどのような支援を必要としてい
るか調査したほか、最大の避難所である人吉スポーツパレスに立ち上げた救護所の運営にあたり
ました。その後、熊本県支部の業務を支援する支援要員や、救護班第２班を続けて派遣。甚大な
被害に遭った熊本県に対して、継続的な支援を行いました。

高額寄付者（社）のご紹介 （令和2年1月～7月末まで）
日赤大分県支部に多額の事業資金をお寄せいただいた方を掲載しております。（敬称略・順不同）
ご協力、誠にありがとうございます。

▶大分市　秋吉信子　渡辺聖司　姫野淑子　姫野千里　三浦マサコ　㈱三信工業　大分魚市食品㈱　▶中津市　㈱マルシン漁具

▶佐伯市　三浦政信　三浦惠子　三浦唯秀　㈱マルミヤストア　佐伯鉄工業協同組合　㈱二豊鉄工所　㈱佐伯富士甚　㈱三浦造船所

佐伯ポートサービス㈲　▶日田市　大分県建設業協会日田支部　▶臼杵市　臼杵ケーブルネット㈱　▶津久見市　（公財）戸髙育英会　㈱鳥繁産業

▶竹田市　岩本　郁　㈱姫野一郎商店　▶豊後高田市　土谷恒男　安藤隆治　瀧上　茂　　▶宇佐市　岡部陳幸　▶豊後大野市　川野建二

▶九重町　井原まゆみ　㈱九重緑化産業　八鹿酒造㈱　▶福岡県　三建設備工業㈱九州支店　ヤンマーパワーテクノロジー㈱

ボランティアの協力も得ながらトラックで物資を輸送

数字で
みる

令和元年度日赤大分県支部での
赤十字事業報告

講習会を開催しませんか？

知っていますか？
新型コロナウイルスの“３つの顔”
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社資（活動資金） によって支えられています
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職員対象
災害訓練研修
16回 168名

職員対象
災害訓練研修
16回 168名

青少年赤十字
加盟校（園）
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青少年赤十字
加盟校（園）
232校（園）

赤十字
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赤十字
ボランティア
41団 5,219名

防災
セミナー
15回 729名
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各種
講習会

269回 9,378名
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子ども
すくすく講座
※託児付幼児安全法講習会

2回　親子23組
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防災ボランティア
セミナー
2回 39名
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ふれあい講座
※市町村への赤十字出前講座

4市 224名
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青少年赤十字
「総合的な学習の

時間サポート」プログラム
29校（園）
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　地域における防災セミナーや、企業での救急法講習会
など、様々なニーズにお応えしながらセミナーや講習会を
開催しています。今年度も皆様の参加をお待ちしています。

新型コロナウイルスの影響により、救急法や水上安全
法などの講習会を中止していましたが、７月より短期講習
を再開しています。
講習ではマスクの着用、手指消毒はもちろん、会場の

換気や受講者同士が密接とならないよう、人形も間隔をあ
けて使用するなどの対策をしています。
（※今後の感染状況によっては実施できない場合もあります。）

新型コロナウイルスによる感染症は、“３つの顔”を持って
いて、これらが“負のスパイラル”としてつながることで、
更なる感染の拡大につながっています。
日本赤十字社は、この“負のスパイラル”を知り、断ち切る
ためのガイドとして「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろ
う！～負のスパイラルを断ち切るために～」を作成しました。

このガイドの全編は日本赤十字社ホームページをご覧ください。

県内の高額寄付者（社）から成る大分県赤十字有功会
の総会にて、日本赤十字社への寄付累計額が300万円を
超えている有功会員８名に対し、当支部の支部長である広
瀬勝貞知事より『支部長功労表彰状』が授与されました。
有功会は、個人と法人を合わせて200名ほどの組織です。
随時、入会される方を募集しています。（入会には、有功章
受章の条件があります。）

避難所では十分なスペースをとり
仕切りが設置されていた

活動の合間には
入念な打ち合わせを行う

 700人以上が過ごす
避難所で救護所を運営

コロナ禍で初の災害救護
感染対策に細心の注意を払う

“３つの顔“を知って、みんなで負のスパイラルを断ち切ろう！

講習会のお問い合わせ先はこちら
日本赤十字社大分県支部  事業推進課  TEL 097-534-2237

支部長功労表彰制度を創設し、
8名の方々が表彰されました

有功会員向けの730
木


